
認定第２号  

令和６年度東大阪市国民健康保険事業特別会計決算認定の件 

令和６年度東大阪市国民健康保険事業特別会計決算を別紙のとおり認定に付する。 

令和７年９月５日提出 

東大阪市長 野 田 義 和  



令和６年度　東大阪市

国民健康保険事業特別会計

歳 入 歳 出 決 算 書









歳入歳出差引残額　　　　　　　　　361,045,625　円579,733,168



令和６年度　東大阪市

国民健康保険事業特別会計

歳入歳出決算事項別明細書



　　　　　　　　　国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算総計表
歳　　入 (単位　円）

予算現額（ア） 調定額 収入済額（イ） 不納欠損額 収入未済額
予算現額と収入済額
との比較（ウ）  （イーア）

1 国民健康保険料 9,362,667,000 10,930,035,352 9,458,138,247 249,059,773 1,222,837,332 95,471,247

2 一部負担金 2,000 0 0 0 0 △ 2,000

3 使用料及び手数料 100,000 48,900 48,900 0 0 △ 51,100

4 国庫支出金 61,500,000 62,419,271 62,419,271 0 0 919,271

5 府支出金 37,364,610,000 34,919,855,310 34,919,855,310 0 0 △ 2,444,754,690

6 繰入金 6,798,917,000 6,695,702,593 6,695,702,593 0 0 △ 103,214,407

7 繰越金 5,211,000 361,045,625 361,045,625 0 0 355,834,625

8 諸収入 71,853,000 157,119,222 83,170,441 7,761,438 66,187,343 11,317,441

9 財産収入 1,151,000 1,150,452 1,150,452 0 0 △ 548

合　　　　計 53,666,011,000 53,127,376,725 51,581,530,839 256,821,211 1,289,024,675 △ 2,084,480,161

款



歳　　出 (単位　円）

予　算　額
前年度繰越
事業費繰越額

予備費支出額 予算現額（ア） 支出済額（イ） 翌年度繰越額（ウ）
不　用　額（エ）
（ア-イ-ウ）

1 総務費 1,006,447,000 0 0 1,006,447,000 910,128,127 0 96,318,873

2 保険給付費 36,516,200,000 0 0 36,516,200,000 34,046,367,721 0 2,469,832,279

3
国民健康保険
事業費納付金 15,645,977,000 0 0 15,645,977,000 15,645,975,208 0 1,792

4 保健事業費 328,737,000 0 0 328,737,000 256,901,089 0 71,835,911

5 諸支出金 71,450,000 0 0 71,450,000 55,225,526 0 16,224,474

6 予備費 10,000,000 0 0 10,000,000 0 0 10,000,000

7 基金積立金 87,200,000 0 0 87,200,000 87,200,000 0 0

53,666,011,000 0 0 53,666,011,000 51,001,797,671 0 2,664,213,329

款

合　　　　計



収入済額に還付未済額
　　　　33,592,563　を含む

収入済額に還付未済額
　　　　　　379,143　を含む





収入済額に還付未済額
　　　　      1,896　を含む



















令和６年度　東大阪市

国民健康保険事業特別会計

実質収支に関する調書



会　計　02　国民健康保険事業特別会計

１ 51,581,531

千円

２ 51,001,798

３ 579,733

(1) 継 続 費 逓 次 繰 越 額 0

(2) 繰 越 明 許 費 繰 越 額 0

(3) 事 故 繰 越 し 繰 越 額 0

計 0

５ 579,733

６ 0
実 質 収 支 額 の う ち 、 地 方 自 治 法
第 ２ ３ ３ 条 の 2 の 規 定 に よ る 基 金 繰 入 額

歳 出 総 額

歳 入 歳 出 差 引 額

実 質 収 支 額

金　　　　　　　　　　　　　額

実　質　収　支　に　関　す　る　調　書

歳 入 総 額

４

区　　　　　　　　　　　　　　分

翌年度へ繰り越す
べき財源


